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'
な
い
。
そ
の
点
で
、

こ
こ
に
取
上
げ
た
書
誌
は
、
極
め
て
す
ぐ
れ
た
一
つ
•の
標 

本
と
見
な
さ
れ
る
。.
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『

レ

ー

.ニ
ン
の
帝
国
主
義
分
析

に

お

け

る

弁

証

法

の

諸

問

題 

弁
|
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的
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学
の
た
め
の
一
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稳

マ
ル
ク
ス
主
義
U
レ
I 
二
ン
主
義
の
趣
本
的
諸
性
格
の|

つ
は
*
そ
れ
が
弁 

証
法
的
で
あ
る
と
い
ぅ
点
に
%
る
。
だ
か
ら
そ
の
経
済
学
説
も
弁
証
法
的
で
あ 

り
、

マ
ル
ク
ス
の
主
著『

資
本』

も
そ
の
観
点
か
ら
の
研
究
が
行
わ
れ
h
。
 

※
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
.ソ
連
邦
に
お
け
る
ロ
丨
ゼ
ン
タ「

リ
、
日
本
こ
ぶ
け
る

1
0四

？

ニ 

0)

,

'.

三
枝
博
音
、
梯
明
秀
、
見
田
石
介
、
諸
氏
等
の
諸
研
究
が
あ
る
。

.

.レ
丨
ニ
ン『

帝
国
主
義』

に
づ
い
て
、
そ
の
理
論
的
性
格
を
論
じ
た
も
の
と 

し
て
、
最
近
は
、
多
く
の
諸
論
文
が
あ
る
。
と
く
に
.、
原

田

三

郎「

帝
国
主
義

コ
ン
メ
ン
タ
！
ル」

(『

経
済
セ
ミ
ナ
ー』

：
一
九
六
ニ
年
四
月
I

一
九
六
三
年
三

月
号
所
収)

、
南

克

已「
「

資
本
論」

.体
系
の
発
展
と
し
て
の『

帝
国
主
義
論』

」 

( 『

マ
ル
ク
ス
経
済
学
体
系』

第

三

巻「

帝
国
主
義
論」

所
収
、
有
斐
開

、

一

九

六

六
 

年)

本
間
要
一
郎「

『

帝
国
主
義
論』

に
お
け
る「

独
占」

の
概
念」

( 『

思
想
-

』 

一
九
六
七
年
五
月)

、
金
子
ハ
ル
オ「r

資
本
論』

の
創
造
的
発
展
と
し
て
の『

帝 

、
国
主
義
論』

1_
.( 『

経
済』

一

九
六
七
年
ニ
.一
月
特
大
号)

、
そ
し
て
、
入
江
節
次
郎 

著

.『

帝
国
主
義
論
序
説』

(

ミ
ネ
.ル
ヴ
'ァ
書
房
、

一
九
六
七
年)

等
で
あ
る
。

し
か
し
、『

帝
国
主
義』

を
弁
証
法
論
理
学
の
立
場
か
ら
真
正
面
に

と
り
組

. 

ん
た
研
究
は
殆
ん
ど
な
か
っ
た
。
本
書
は
、
東
ド
ィ
ツ
に
お
け
る
そ
の
'

一
つ
3 

試
み
で
あ
る
。

. 

！

ニ

.
本
書
は
、
次
の
三
章
か
ら
成
っ
て
い
る
。

第
一
章
.
弁
証
法
的
論
理
学
の
対
象
規
定

第
ご
章
弁
証
法

^
論
理
学
の
観
占〗

に
ょ
る
レ
ー
ニ
ン
の
帝
国
主
義
分
祈
に
お 

け

る

科

学

的

概

念

形

成，
第
三
章
帝
国
主
義
の
社
会
体
制
の
弁
証
法
的
把
握
と
主

体

丨
客
体
丨
諸
関
係

.
の
ニ
.
三
の
局
面 

第
一
章
は
本
書
の
導
人
部
を
な
し
、
副
題
で
あ
る「

弁
証
法
的
論
理
学」

が
考
察
さ
れ
て
い
る
"
こ
れ
に
は
特
別
の
.限

定

が

.
与

え

ら

れ

て

い
る
。
と
い
う

の
.は
、
著
者
は
主
に
現
代
ソ
速
邦
の
衡
学
上
の
諸
研
究
を
ニ
つ
の
流
れ
.に
整
理 

し
一
方
カ
弁
証
法
と
弁
証
法
的
論
现
学
と
を
区
別
す
る
も
の
、
他
方
は 

一
.
 ̂

さ
せ
る
も
の
へ
と
に
区
分
し
、
著
者
は
前
者
に
立
つ
。
こ
こ
に
言
う「

弁
証
法」 

は
、
事

物

の

論

理(

n
容
観
的
弁
証
法)

で
、「

弁
証
法
的
論
理
学j

は
、
概
念 

の
論
现
学
で
あ
る
。
こ
れ
は
表
現
は
興
な
る
が
、
寺
沢
恒
信
氏
の『

弁
証
法
的 

論
理
学
試
論』

(

大
月
^
店
、
ニ
九
五
七
年)

と
発
想
の
上
で
一
つ
の
共
通
性
を

も
つ
。

こ

の

「

.弁
証
法
的
論
理
学」

は
、
分
析
と
総
合
、
抽
象
と
具
体
、
論
理
的

• 

歴
史
的
方
法
、
普
遍
と
特
殊
、
上
向
と
下
向
、
が
そ
の
内
容
で
あ
る
。

第
二
章
で
は
、
こ
れ
ら
の
弁
証
法
的
諸
カ
テ
ゴ
リ
ー
に
よ
っ
て
、

レ
ー
ニ
シ 

の
帝
国
主
義
を
体
系
的
に
把
握
し
よ
う
と
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
八
節
か
ら
成 

っ
て
い
る
が
、
以
下
の
三
点
が
11
1
耍
な
論
点
で
あ
る
。

1
、
理
論
的
研
究
の
出 

発
点
。

2
、
出
発
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
か
ら
他
の
諸
規
定
へ
の
移
行
-

本
質
か
ら
現 

象
へ
の
移
行
。00

、

矛
盾
の
役
割
、
矛
盾
が
ど
の
よ
う
な
発
展
を
す
る
か
、
上 

向
の
過
程
に
お
け
る
そ
.の
役
割
。

ま
ず
、
第
1
点
。「

.理
論
的
分
析
の
、

即
ち
抽
象
か
ら
具
体
へ
の
上
向
の
決 

宛
的
な
問
題
の一

つ」

は
、
出
発
点
の
問
題
で
あ
る
と
し

(
S
.
9
0.

)
、

そ
の5

?

 

題
が
論
じ
ら
れ
る
。
 

.

出
発
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
は
、
堦
純
な
、
直
接
的
な
、
無
媒
介
的
な
、
即
ち
、
与 

え
ら
れ
た

.体

系

(=

帝
国
主
義
の
体
系)

の
枠
内
で
他
の
何
物
に
も
媒

介

さ

れ 

な
い
規
定
を
含
む
抽
象
物
で
あ
る
。
だ

か

ら「

レ
ー
ニ
ン
は
.、
彼
の
分
析
を
独 

占
の
分
析
を
以
っ
て
始
め
た
。

」

出
発
の
カ
テ
ゴ
リ

ー

と

し

て

の

「

独
占

」

文
こ 

の
よ
う
な
意
味
を
も
っ
て
い
る
。
そ
し
.て
、
な

ぉ

「

独
占」

は
，

一
つ
の
具
本

的
な
扣
象
物
で
あ
る
と
し
て
.い
る
。
と
い
う
の
は
、
独
占
は
右
の
よ
う
，i
意
^
 

.で
抽
象
物
で
あ
る
が
、
他
方
で
、
前
提
を
持
.っ
て
.い
る
か
ら
で
あ
る
。
も
っ
と 

も
そ
の
諸
前
提
は
、
勿
論
特
殊
の
発
展
段
階
と
し
て
.の
帝
国
主
義
の
種
々
の
要 

素
に
あ
る
の
で
は
な
く
、
資
本
主
義
一
般
の
発
展
の
中
に
あ
る
。
又
、
そ
れ
は 

独
占
以
前
の
資
本
主
義
の
諸
規
定
を
自
ら
の
中
に
含
ん
で
い
る
故
に
、
そ
れ
ら 

と
の
関
速
で
は
、

一

つ
の
全
く
具
体
的
な
ヵ
テ
ゴ
リ
ー
で
あ
る
、

と
す
る
。

次
に
第
2
点
、
出
発
の
.力
.テ

ゴ

丨

は

、
他
の
諸
規
定
へ
の
移
行
•の
可
能
性 

と
必
然
性
と
を
そ
の
中
に
.包
含
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
と
い
う
こ
と
が
^
じ 

ら
れ
る
。
.-

独
占
は
、
帝
国
主
義
の
体
系
に
お
い
て
、
他
の
諸
規
定
へ
の
移
行
と
そ
の
体 

系
的
な
発
展
を
必
然
的
に
自
ら
の
中
に
含
む
よ
う
な
具
体
的
抽
象
物
で
あ
る
。
 

移
行
の
必
然
性
は
、
独
占
が
帝
国
主
義
の
経
済
的
本
質
を
表
示
す
る
こ
と
に
あ 

る
。産

業
資
本
に
お
け
る
独
占
の
分
析
の
後
、

レ

ー

_
ン
は
銀
行
資
本
を
研
究
し 

た
。
研
究
の
論
理
が
、
こ
の
移
行
を
要
求
し
て
い
る
。
即
ち
、
銀
行
業
の
集
稍
.
 

は
産
業
の
集
積
を
前
提
し
て
い
る
。
だ
か
ら
銀
行
資
本
は
ば
じ
め
に
抽
象
的
に 

取
扱
っ
た
独
占
よ
り
も
よ
り
.具
体
的
な
力
.テ
ゴ
リ
ー
で
あ
る
。

i
融
資
本
の
概
念
の
内
容
も
、

レ
ー
ニ
ン
の
有
名
な
定
&
に
見
出
す
.こ
と
'が 

で
き
る
よ
う
に
、
そ
こ
に
含
ま
れ
た
諸
ヵ
テ
ゴ
リ
ー
、
そ
し
て
こ
の
諸
力
テ
ゴ 

リ
ー
を
結
び
つ
け
た
構
造
に
よ
っ
て
与
え
ら
れ
る
。

该

「

生
産
の
集
攒
、

そ
こ
か
ら
発
生
す
る
独
占
、

銀
行
と
産
業
と
の
融
合
あ
る 

い
は
癒
蓊_

_

り

こ
れ
が
金
融
資
本
の
発
生
史
で
あ
り
、
金
融
資
本
の
概
念
の
内 

容
で
あ
る
。」

(

岩
波
文
庫
版
、
七
八
べ
ー
ジ

)

.



'
 

.
こ
れ
は
、
明
ら
か
に
、
抽
象
か
ら
具
体
へ
の
'

M

向
の
結
果
と
し
て
認
め
ら
れ 

る
。
先
行
し
た
.諸
ヵ

テ

ゴ

リ

ー(

生
産
の
集
積
，
独
占
、…

…
)

よ
り
具

体

的

な
.
 

ヵ
テ
ゴ
リ
ー
で
あ
り
，そ
れ
ら
の
総
合
か
ら
な
り
た
っ
て
い
る
。
.

レ
ーu

ン
は
、
金
融
資
本
に
お
い
て
達
し
た
具
体
性
の
段
階
か
ち
、
帝
国
主
. 

，義
の
よ
り
一
層
具
#
^
な
諸
規
定
へ
±
向
し
た
。
資
本
輸
出
、
/領
土
分
割
等
。
 

そ
こ
で
は
各
々
の
ヵ
テ
ゴ
リ
ー
は
、
そ
れ
に
先
行
す
る
諸
力
テ
ゴ
リ

ー

を
自
ら 

の
.中
に
含
ん
で
い
る
為
、
よ
り
具
体
的
で
あ
る
。

最
後
に
、『

帝
国
主
義』

で
は
：

分
析
が
二
.つ
の
大
き
な
領
域
、

1
、
帝
国 

主
義
の
経
済
的
基
礎
の
研
究
、

2
、
そ
の
諸
局
面
に
基
づ
い
た
政
治
的
•
ィ
デ 

ォ
ロ
ギ
ー
的
諸
関
係
の
分
析
に
分
れ
て
い
る
。
hこ
の
経
済
的
基
礎
か
ら
ィ
デ
ォ 

ロ
ギ
ー
的
諸
関
係
べ
の
上
向
は
、
史
§

物
論
と
科
学
的
上
向
法
に
よ
っ
て
要 

求
さ
.れ
る
。

.
最
後
に
、
.第
3
点
，

に
つ
い
て
見
て
み
る
。

マ
ル
ク
ス
や

レ
ー
二
ン
に
よ
っ
て
、
矛
盾
の
弁
証
法
は
、
理
論
的
研
究
に
お 

け
る
論
理
的
原
理
と
し
て
使
用
さ
れ
た
。

レ
ー
ニ
ン
に
よ
っ
て
、
帝
国
主
義
の 

あ
ら
ゆ
る
諸
矛
盾
は
資
本
主
義
の
根
本
矛
.盾
か
ら
引
き
出
さ
れ
た
。
こ
こ
で 

は
、
そ
れ
の
ー
層
の
発
展
し
た
矛
盾
が
晛
題
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
生
産
の
社
会 

化
の
新
し
い
段
階
と
私
的
資
本
主
義
的
取
得
と
の
間
の
矛
盾
と
し
て
、
独
占
と 

M
I
と
の
間
の
矛
盾
と
し
て
、
現
わ
れ
る
*
ま
さ
に
こ
の
矛
盾
が
、
帝
国
主
義 

の
個
々
の
諸
契
機
の
形
成
や
、
そ
の
内
的
運
動
に
と
っ
て
の
、
ま
た
帝
囯
主
義 

の
発
展
の
全
方
向
の
規
定
に
と
っ
て
の
、
推
進
契
機
な
の
で
あ
る
。
そ
の
際
、
 

各
々
の
矛
盾
はI

つ
の
共
通
の
基
礎
か
ら
展
開
さ
れ
る
の
で
あ
っ
て
、
契
機
が 

研
究
の
行
程
に
お
い
て
〃
外
"
か
ら
入
っ
て
く
る
の
で
は
な
い
。
マ
ル
ク
ス
に

1  

0
六

(

一
一
一
二〉

お

い

て

丈

、

商
！：t

と
そ
の
矛
盾
、

レ
ー
二
ン
に
お
い
て
は
独
占
と
そ
の
矛
盾
が 

そ
の
出
発
点
で
あ
る
、
.と
す
る
'*

ま
ず
こ
の
矛
盲
が
、
銀
行
資
本
の
領
域
で
そ
の
具
体
化
を
見
る
。
生
産
諸
力 

の
発
展
の
結
果
で
あ
.る
生
產
の
集
積
は
、
増
大
す
る
規
模
で
.、
生
産
手
段
の
社 

会
的
管
现
を
要
求
す
る
。
銀
行
'は
、
そ
の
形
態
か
ら
し
て
生
產
手
段
の
社
会
的 

管
理
の
用
具
で
あ
る
。
だ
：が
銀
行
資
本
は
単
に
与
え
ら
れ
た
体
系
の
枠
内
で
の 

部
分
的
解
決
で
あ
る
。
だ
か
ら
ま
さ
に
一
層
高
い
段
階
で
の
、
ょ
り
大
な
る
鋭 

さ
の
矛
盾
が
問
題
で
あ
る
。
独

占

と〔

商
品
生
産
と
私
的
所
有
.

と
い
ぅ〕

一
般 

的
環
境
と
の
矛
盾
の
中
に
金
融
資
本
の
形
成
の
根
拠
が
あ
る
。
依
然
と
し
て
変 

ら
ぬ
社
会
的
根
本
構
造
.に
お
け
る
、.
こ
.'の
矛
盾
の
解
决
が
、
生
産
の
社
会
化
の 

特
殊
な
形
式
と
し
て
の
金
融
寡
頭
制
支
配
の
形
成
で
あ
る
。

金
融
資
本
は
、
新
し
い
矛
盾
を
づ
く
る
。
.
資
本
所
有
と
、
生
産
へ
の
資
本
使 

用
と
の

間
の
矛
盾
で
あ
る
。

こ
れ
を
解
決
す
る
た
め
に
資
本
輸
出
の
契
機
が
生 

^
5
る
0

.

こ
の
契
機
を
基
礎
に
、
帝
国
主
義
的
狼
民
政
策
が
生
じ
て
く
る
。

資
本
所
有
と

資
本
使
用
と
の
分
離
が
大
規
模
に
拡
大
さ
れ
る
と
、
金
融
的
権 

力
を
持
っ
.た
い
く
つ
か
の
国
家
が
選
り
出
さ
れ
て
く
る
。

こ
こ
か
ら
、
帝
国
主 

義
列
強
の
寄
生
性
お
ょ
び
一
層
の
矛
盾
が
生
ず
る
。
.一

方
で
は
、
資
本
輸
出
諸
. 

国
の
発
展
が
資
本
.輸
出
の
作
用
で
抑
制
さ
れ
る
.こ
と
と
全
世
界
の
資
本
主
義
の 

一
層
の
発
展
の
拡
大
と
深
化
と
の
矛
盾
、
他
方
で
は
、
資
本
輸
出
が
独
占
的
詔 

団
本
の
間
で
根
本
的
矛
盾
を
つ
く
る
。

こ
れ
ら
の
諸
矛
盾
を
基
礎
に
し
て
、
帝 

国
主
義
列
強
の
間
の
矛
盾
.が
生
れ
る
。

こ
れ
は
帝
国
主
義
戦
争
を
ひ
き

起
す
。

最
後
に
、

レ
ー
二
ン
は
独
占
を
帝
国
主
義
の
本
質
と
み
な
し
、
全
体
系
の
展

開
は
、
本
質
か
ら
現
象
へ
展
開
す
る
と
し
、
資
本
輸
出
、
経
済
的
•
領
土
的
世 

界
分
割
の
ょ
う
な
帝
国
主
義
の
個
々
の
諸
要
素
は
、
独
占
の
特
殊
な
現
象
形
態 

で
あ
る
と
み
た
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

第
三
章
は
、

ニ
節
か
ら
成
っ
て
い
て
補
論
を
な
し
て
お
り
、
第

一

,
ニ
章
と 

直
接
関
係
を
も
た
な
い
。
社
会
的
諸
現
象
は
、
常
に
主
体
的
そ
し
て
客
体
的
諸 

契
機
の
統
一
を
含
ん
で
い
る
。
そ
の
た
め
、
主
体
的
な
も
の
と
客
体
的
な
も
の 

と
の
媒
介
の
諸
問
題
が
、
.と
く
に
史
的
唯
物
論
に
お
い
て
は
重
要
で
あ
り
、
こ 

の
観
点
か
ら
、
第
一
節
で
ヵ
ゥ
ッ
キ
ー
の
批
判
が
な
さ
れ
、
第
二
節
で
国
家
独 

占
資
本
主
義
に
つ
い
て
論
じ
ら
れ
て
い
る
が
、
充
分
成
功
し
て
い
な
い
と
思
わ 

れ
る
。

.

三

'
ま
ず
個
々
の
問
題
点
を
考
察
し
ょ
う
。

出
発
の
ヵ
ケ
ゴ
リ
ー
と
し
て
の
-.
独
占J

の
性
質
が
、

一
つ
の
具
体
的
な
抽 

象
物
で
あ
る
、
と
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
'正
し
い
指
摘
で
あ
ろ
う
。
日
本
で 

も
'
.「

独
占」

は
具
体
的
な
概
念
で
あ
る
と
か
、.
抽
象
的
で
あ
る
と
か
、

論
じ 

ら
れ
て
い
る
が
、
単
に
ど
ち
ら
か
一
方
で
あ
る
と

い
う
二
者
択

一
の
問
題
で
は 

な
い
。
な
お
j
こ
れ
と
共
に
、
独
占
以
前
の
資
本
主
義
の
諸
規
定
と
独
占
と
の 

関
係
が
問
題
に
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
が
、

こ
の
点
は
詳
隹
さ
れ
て
い
な
い
。
日 

本
で
は
、
.齓
後
、
宇
野
弘
蔵
氏
の
マ
ル
ク
ス
批
判
、

レ
ー
ニ
ソ
批
判
が
，行
わ 

れ
、
そ
の
反
批
判
と
い
う
問
題
意
識
が
あ
っ

て
少
か
ら
ず
矹
殳
さ
れ
て
い
る 

が
、
東
独
で
は
そ
れ
が
な
い
か
ら
で
あ
ろ
う
。

こ
の
関
連
.、
又
は
、『

罾
本』

，
 

と

『

帝
国
主
義』

と
の
理
論
的
関
連
を
弁
証
法
的
論
理
学
の
諸
カ
テ
ゴ
リ
ー
に

書

評

.
■

よ
っ
て
規
定
す
る
作
業
が
、

こ
れ
か
ら
の
一
っ
の
課
題
で
あ
る
。

本
書
の
最
大
の
問
題
点
は
、「

上
向
法」

で
あ
る
。

こ
の
点
で
は
、

日
木
で 

は
、
南
氏
論
文
等
に
共
通
性
を
見
出
し
う
る
。
本
間
氏
は
、
南

氏

達

が『

資
本 

論』

の
上
向
法
が『

帝
国
主
義
論』

で

の

「

独
占」

.概
念
の
展
開
に
苒
現
さ
れ 

て
い
る
と
い
う
解
釈
で
あ
る
と
し
、「

し
か
し
，

い
わ
れ
る
よ
う
な
意
味
で
の 

げ
ん
み
つ
な
上
向
法
体
系
と
し
て
わ
り
切
る
の
は
、『

資
本
論』

の
方
法
か
ら 

の
性
急
な
類
推
で
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

」
(

前
掲
論
文一

三
六
べ
ー
ジ)
と
い 

わ
れ
る
。

と
こ
ろ
が
本
書
で
は
ま
さ
に
、『

帝
国
主
義』

が
げ
ん
み
っ
な
上
向 

法
的
体
系
を
持
っ
も
の
と
し
て
、
終

始一

貫
取
扱
か
わ
れ
て
い
る
.。
上
向
法
的 

体
系
を
な
す
と
い
う
点
で
は
、『

資
本
.

』

と

『

帝
国
主
義』

と
相
ニ
っ
の
共
通 

性
を
も
っ
と
考
え
ら
れ
る
が
、
機
械
的
に
同
じ
と
見
做
し
て
は
誤
り
で
、あ
ろ 

う
。
本
書
は
そ
の
点
で
い
く
ら
か
機
械
的
に
す
ぎ
る
点
が
あ
る
。

マ
ル
ク
ス
は 

商
ロ
|
と

そ

の

矛

盾

、

レ

ー

ニ

ン

，は

.独
占
と
そ
の
.矛
盾
か
ら
始
め
た
、
と
論
じ
て 

い
る
が
、
そ
れ
を
殆
ん
ど
差
異
が
な
い
よ
う
に
取
扱
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
商 

品
と
独
占
と
は
、そ
の
端
緒
と
し
.て
の
性
格
に
差
^
が
あ
る
。
商
品
か
ら
貨
幣
、
 

さ
ら
に
資
本
へ
の
展
開
は
、抽
象
か
ら
具
体
へ
の
展
開
で
あ
る
。
ま
た
、独
占
办 

ら
の
展
開
も
、
著
者
の
言
う
よ
う
に
抽
象
か
ら
具
体
へ
の
展
開
で
あ
る
こ
と
は 

間
違
い
な
い
と
し
て
も
、
む
し
.ろ

、『

資

本』

の

^

一

 

巻

「

資

本

、の

生

産

過

程

」 

と
第
二
巻「

資
本
の
流
通
過
程」

と
の
統
一
と
し
て
、
'第

三

巻「
…

…

総
過
程」 

が
あ
る
.の
と

同

じ

よ

う

に

、

『

帝

国

主

；義

J

第
一
章
と
第
ニ
章
と
の
統
一
と
し 

て
第
三
章
が
あ
る
と
い
う
構
成
を
持
っ
て
い
る
、
と
考
え
ら
れ
る
。

な
お
、
疑
問
と
さ
れ
る
の
は
'
本
書
中
で
、
出
発
点
と
し
て
の「

独
占」

を
、
 

「

レ
ー
二
ン
.は
そ
の
柚
象
的
な
純
粋
性
に
お
い
て
受
取
っ
た
。

我
々
は
、

研
究

ー

〇

七(

ー

ニ

三)



束
象
の
理
念
化Id

e
a
lis

ie
r
u
n
g

の
一
定
の
形
式
が
.問
題
で
あ
る」

W
S
C3
と 

し
て
V
る
点
で
あ
る
。
ヴH

丨
パ
ー
の
い
う
理
念
と
は
も
ち
ろ
ん
異
な
る
で
あ 

ろ
う

が
本
書
の
叙
述
が
機
械
的
な
傾
向
を
持
つ
こ
上

に

か

か

.わ

り

が

あ

る

よ 

う
に
思
わ
れ
る
。

.

.本
書
で
は
、

一
国
を
超
え
る
世
界
的
•
国
際
関
係
は
*
詳
細
に
論
じ
ら
れ
て 

I
な
い
、
と
い
う
よ
り
力
点
を
置
か
れ
て
い
な
い
。
'

.
上
向
法
に
立
っ
て
論
ず
る
際
.に
、
国
内
的
経
済
諸
関
係
の
規
定
の
展
開
と
、
 

国
際
的
な
そ
れ
の
展
開
と
の
間
に
差
異
が
あ
る
で
あ
ろ
う
。
.本
書
は
そ
れ
に
つ 

い
て
論
じ
て
い
な
い
が
、
今
後
の
我
.々

の
問
題
と
し
て
在
る
。

本
書
は
、
第
二
章
が
注
目
さ
れ
る
べ
き
部
分
で
あ
り
、
叙

述

の

進

行

と

矣 

に
、
レ

ー

I !

ン
と
同
時
代
の
多
く
の
論
者
に
対
す
る
批
判
が
論
旨
展
開
に
即
し 

て
行
わ
れ
て
い
る
。
例
え
ば
、

オ
ッ
ト
ー
•
バ
ゥ
ァ
ー
の
帝
国
主
義
の
定
義

「

諸

麗

Q

f
 Q

籠

努

力

」

を
紹
介
し
、
帝

国

碧

を

把

握

す

る

と

い

う

こ
と
は
、
体
系
を
そ
れ
に
内
在
す
る
構
造
に
お
い
て
、
個
々
の
諸
契
機
を
そ
の 

内
的
操
速
に
お
い
て
把
む
こ
と
で
あ
义
か
ら
、
そ
の
よ
う
に
た
ん
に
一
定
の
帝 

国
主
義
列
強
が
示
す
共
通
の
指
標
を
探
す
.こ
と
で
は
な
い
、
と
し
て
い
る
。

C 

れ

は

ヵ

ゥ

ツ

キ

ー

に

も

あ

て

は

ま

る

も

，の
で
あ
る
が
、
本
質
か
ら
出
発
し
な
い 

で
現
象
の
個
々
の
契
機
に
と
ら
わ
れ
た
結
康
で
あ
る
と
し

て

い

る
。

要
す
る 

，に

r
sr
f
実
を
全
体
系
に
お
い
て
把
握
す
る
こ
と
、
全
現
象
の
弁
証
法
的
把
握 

の
必
要
性
と
正
当
性
と
を
述
べ
、
内
容
と
し
て
は
、
独
占
か
ら
の
出
発
を
批
判 

の
根
拠
と
し
て
い
る
。
こ
れ
は
説
得
的
で
あ
.る
。

: 

著
者
の
私
：本
的
立
場
と
い
う
の
は
、
抽
象
か
ら
具
体
へ
の
弁
証
法
的
上
向
法 

は
、
本
！̂
と

現

象

の

弁

証

法

的

麗

係

適

し

た

把

握

法

で
あ
る
、

と

い

.

.ー
〇

八(

1
ニ

四)

う
こ
と
に
.あ
る
。

こ
の
方
法
は
、
具
体
的
に
使
用
す
る
際
に
困
難
が
あ
る
け
れ
ど
も
、

一
般
的 

'に
は
正
し
い
。
そ
し
て
本
書
の
.価
値
は
、
殆
ん
ど
初
め
て
の
こ
れ
の
体
系
的
試 

み
で
.あ
る
と
い
.う
点
に
あ
る
。
そ
の
為
、
帝
国
主
義
の
諸
契
機
，
諸
ヵ
テ
ゴ
リ 

丨

を

「

弁
証
法
的
論
理
学
に
ょ
っ
て
体
系
的
に
把
握
し
た
こ
の
成
！
を
汲 

.み

.と
る
べ
き
で
あ
る
。
し
か
し
、
具
体
的
に
そ
の
方
法
を
使
用
す
る
際
^

——

と 

今
述
べ
た
が
f

の
不
十
分
な
い
く
つ
か
の
点
を
認
め
得
る
。
こ
れ
は
、
マ
ル 

.ク
ス
は
論
理
学
の
書
物
を
書
.か
.な
か
っ
た
け
れ
ど
も『

資
本』

と
い
う
論
1
学 

を
書
い
Iた
、
と
言
わ
れ
る
が
、

レ
ー
三
シ
の『

帝
国
主
義』

は
、
何
と
し
て
も
、
 

そ
の
論
理
学
的
性
格
、
厳
密
性
に
お
い
，て
、『

資
本』

と
較
べ
て
意
識
め
で
ネ 

な
い
、
'と
い
う
こ
と
に
関
係
し
て
い
る
。

レ
i

ン

が『

帝
国
主
義』

を
書
く 

時
、
ど
の
程
度
、
弁
証
法
を
意
識
し
て
書
い
た
か
を
確
認
し
て
お
か
な
い
と
、
 

機
械
的
な
あ
て
は
め
を
行
っ
て
し
ま
う

お
そ
れ
が
生
ず
る
。

本
書
は
そ
の
ょ
う
な
お
そ
れ
を
.持
ち
な
が
ら
も
、
帝
国
主
義
研
究
の
為
.の 

方
法
に
、
多
く
の
考
え
ね
ば
な
ら
な
い
問
遛
を
提
出
し
て
い
る
。

本
書
は
レ
ー 

”一

ン
の
労
作
の
叙
述
方
法
と
構
成
と
の
理
解
を
推
し
進
め
る
上
で
一

つ
の
寄
与 

を
な
す
で
あ
ろ
う
。


